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使
間
協
約
を
締
結
。
ま
た
、
10

月
以
降
の
問
題
と
し
て
、『
輸

送
混
乱
時
の
他
区
と
の
や
り
取

り
・
信
号
と
の
や
り
取
り
』
な

ど
問
題
が
山
積
」（
千
葉
）、「
ワ

ン
マ
ン
運
転
が
拡
大
。
長
大
ト

ン
ネ
ル
や
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
区

間
も
あ
り
、
安
全
上
問
題
も
」

（
長
野
）、「
速
度
超
過
や
車
掌

の
赤
閉
め
と
い
っ
た
事
故
が
増

え
て
い
る
。
起
床
点
呼
の
20
分

前
に
は
起
き
て
い
る
。
駅
の
場

合
は
点
呼
個
所
が
、
さ
ら
に
20

分
以
上
も
前
に
な
る
実
態
」（
新

潟
）、「
構
内
作
業
委
託
で
不
慣

れ
な
た
め
、流
転
事
故
が
発
生
。

秋
田
車
セ
で
は
、
総
合
車
セ
か

ら
の
転
勤
者
が
増
え
、
畑
違
い

で
教
育
不
足
を
感
じ
る
。」（
秋

田
）、「
北
海
道
新
幹
線
に
な
れ

ば
、『
あ
け
ぼ
の
』
の
廃
止
も

予
想
さ
れ
、
青
森
車
両
セ
の
位

置
づ
け
な
ど
不
安
。
今
後
議
論

を
！
外
注
化
に
よ
り
ほ
と
ん
ど

が
出
向
、組
織
体
制
の
課
題
も
」

（
盛
岡
）
な
ど
、
各
地
方
か
ら

は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
・
安
定
輸
送
」
の
確

保
に
向
け
、
専
門
分
野
の
知
識

を
発
揮
し
て
会
社
に
要
求
を
出

し
て
い
き
ま
す
。

　

尚
、
役
員
で
は
長
谷
川
議
長

（
東
京
・
大
宮
）、
保
科
事
務
長

（
東
京
・
八
王
子
）
を
再
選
し

ま
し
た
。

川
議
長
は
挨
拶
と
し
て
「
第
12

回
全
国
運
転
交
流
会
の
報
告
」

を
中
心
に
詳
細
に
亘
っ
て
報

告
。
来
賓
に
は
、東
日
本
本
部
・

佐
藤
書
記
長
、
東
日
本
工
作
協

議
会
・
小
野
議
長
が
出
席
し
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
方
か
ら
の
報

告
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
２
月
に
委
託
会
社
の
Ｔ
Ｔ

Ｓ
と
交
渉
。
３
月
に
は
高
崎
支

社
と
外
注
化
施
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
交
渉
。
６
月
に
構
内
計

画
の
委
託
提
案
を
受
け
、
こ
の

10
月
に
は
高
崎
車
両
セ
ン
タ
ー

で
新
た
に
18
名
が
出
向
に
出
さ

れ
た
」（
高
崎
）、「
勤
務
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
組
ん
だ
。
起

床
時
間
が
、
５
〜
30
分
早
く
な

り
、
女
性
の
場
合
個
人
差
は
あ

る
も
の
の
30
分
以
上
も
早
く
起

床
し
て
い
る
。
睡
眠
不
足
は
、

様
々
な
病
気
の
要
因
と
も
言
わ

れ
、
今
後
運
動
と
し
て
睡
眠
を

確
保
し
た
い
」（
東
京
）、「
検

修
外
注
化
で
７
項
目
、
偽
装
請

負
問
題
で
16
項
目
の
要
求
を
提

出
。
こ
の
間
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の

た
び
に
ワ
ン
マ
ン
の
本
数
が
増

え
て
い
る
」（
仙
台
）、「
外
注

化
に
よ
っ
て
職
場
の
問
題
・
要

求
を
解
決
す
る
た
め
の
直
接
交

渉
が
で
き
な
い
か
？
ま
た
、
３

年
後
に
本
体
に
戻
す
・
戻
さ
せ

る
運
動
を
！
」（
水
戸
）、「
９

月
に
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
と
労

再
選
さ
れ
、
２
０
１
３
年
度

の
関
東
貨
物
協
議
会
を
牽
引

し
て
い
く
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
ま
た
、
直
近
の
闘
い
で
あ

る
「
２
０
１
３
年
度
年
末
手
当

獲
得
」
に
向
け
、
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し

た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
現
在
、「
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
」
に
つ
い
て
の
改
訂
交
渉
を
Ｊ

Ｒ
東
日
本
会
社
と
の
間
で
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
今
年
の
２
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
取
り
組
ん
だ
「
職
場
労
働
条
件
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基
づ
き
、
８
月
に
開
催
し
た
第
27
回
大

会
で
要
求
を
決
定
し
、
大
会
後
「
申
１
号
」（
８
月
25
日
）
と
し
て
要
求
提
出
し
て
い
た
も

の
で
す
。
現
在
も
、
交
渉
は
継
続
中
（
12
月
６
日
現
在
）
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
10
月
11
日
運
転
協
議
会
の
定
期
委
員
会
を
皮
切
り
に
、
関
東
貨
物
・
運

輸
・
工
務
な
ど
、
各
職
能
別
協
議
会
が
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題
を
持

ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
今
こ
そ
仕
事
・
安
全
総
点
検
の
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号

は
、
各
職
協
委
員
会
報
告
と
し
ま
し
た
。

の
賃
金
抑
制
の
発
言
や
、「
夏

季
手
当
」
の
超
低
額
回
答
に
対

す
る
怒
り
や
不
満
。
ま
た
、
今

後
の
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
加
入
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
発
言
な

ど
、
各
地
方
協
議
会
の
組
織
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
発
言
を
踏
ま

え
、
齊
藤
議
長
は
①
安
全
輸
送

確
立
に
つ
い
て
、
②
出
向
先
の

労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
、
③

鉄
道
貨
物
政
策
の
実
現
に
つ
い

て
、
④
春
闘
労
働
条
件
改
善
の

闘
い
に
つ
い
て
、
⑤
組
織
強

化
・
拡
大
に
つ
い
て
、
⑥
定
期

的
な
職
場
集
会
と
情
報
の
伝
達

に
つ
い
て
集
約
し
、
２
０
１
３

年
度
の
活
動
方
針
が
確
立
し
ま

し
た
。
役
員
改
選
で
は
議
長
に

齊
藤
氏
、
事
務
長
に
榎
戸
氏
が

議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
委
員

会
議
長
に
は
高
橋
委
員
（
新
座

タ
駅
）
を
選
出
し
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
第
28
回
全
国
貨

物
協
議
会
定
期
委
員
会
で
安
全

輸
送
の
確
立
・
労
働
条
件
改
善

の
闘
い
・
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物

会
社
の
『
貨
物
鉄
道
政
策
』
の

実
現
を
目
指
す
闘
い
を
は
じ
め

と
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
関
東
貨
物
協
議
会
も
そ
の

方
針
を
受
け
、
最
大
の
課
題
で

あ
る
『
組
織
強
化
・
拡
大
』『
出

向
先
の
労
働
条
件
』『
関
連
会

社
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
交
渉
権
確

立
』
な
ど
重
要
な
課
題
が
山
積

す
る
中
で
、
10
名
の
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。発
言
は
、

職
場
の
問
題
を
中
心
に
し
た

『
安
全
問
題
に
つ
い
て
』、
社
長

　

関
東
貨
物
協
議
会
は
、
11
月

３
日
港
区
に
お
い
て
、
第
26
回

定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
委
員
会
に
は
議
長
、
事
務

長
、
委
員
13
名
、
各
地
方
副
議

長
６
名
、
エ
リ
ア
貨
物
担
当
執

行
委
員
、
交
渉
委
員
２
名
、
来

賓
に
は
東
日
本
本
部
佐
藤
書
記

長
、
全
国
貨
物
協
議
会
眞
田
議

長
、
東
北
貨
物
協
議
会
高
橋
副

　

国
労
東
日
本
本
部
運
転
協
議

会
は
、
第
25
回
定
期
委
員
会
を

10
月
11
日
に
東
京
・
港
区
で
開

催
し
ま
し
た
。
座
長
に
は
、
東

京
地
本
の
相
田
委
員
（
浦
和
電

車
区
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
運
転
協
議
会
・
長
谷
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11
月
11
日
〜
12
日
に
か

け
て
東
日
本
運
輸
協
議
会
の

交
流
会
を
行
う
と
共
に
、
第

26
回
定
期
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
日
間
の
討
論

の
中
で
問
題
点
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
、
地
方
の
線
区
で
は

「
ド
ン
ド
ン
切
捨
て
が
進
ん

で
い
る
（
安
楽
死
を
待
つ
だ

け
！
）」
こ
と
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
仮
復
旧
で
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
へ
の

代
行
輸
送
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
被
災
地
で
は
な
い
の
に

　

首
都
圏
で
は
「
業
務
委
託
」

が
進
み
、「
そ
れ
で
も
要
員

が
集
ま
ら
な
い
な
ら
」
と
無

人
化
（
遠
隔
操
作
）
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
要
員
も

減
ら
さ
れ
、
異
常
時
に
は
応

援
体
制
も
ま
ま
な
ら
な
い
中

で
働
い
て
い
る
実
態
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
ち
ょ
っ
と

し
た
ミ
ス
や
接
客
上
の
ト
ラ

大
雨
で
土
砂
崩
落
の
岩
泉
線

は
廃
線
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
只
見
線
も
一
部
復
旧
の

メ
ド
が
立
た
な
い
ま
ま
、
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
の

駅
や
地
方
の
大
駅
、
分
岐
点

と
な
る
駅
は
Ｊ
Ｒ
直
轄
で
あ

る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
委

託
や
無
人
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

新
幹
線
と
の
並
行
在
来
線

で
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
で
更

な
る
要
員
削
減
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
青
い
森
、
い

わ
て
銀
河
」
は
ま
だ
ま
だ
赤

字
が
続
き
、「
し
な
の
鉄
道
」

も
今
は
か
ろ
う
じ
て
黒
字
で

す
が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
で

延
伸
す
れ
ば
黒
字
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
〜

長
野
間
は
特
急
が
走
る
線
区

で
す
が
、
普
通
列
車
の
ワ
ン

マ
ン
化
が
行
わ
れ
、
そ
の
た

め
に
所
要
時
間
が
延
び
た
こ

と
、
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
や
混
雑

時
に
は
車
掌
の
乗
務
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
各
線
区
と
も
ま
す
ま

す
利
用
し
づ
ら
い
鉄
道
に
な

り
、
年
配
者
や
病
弱
者
へ

は
不
便
を
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
お
客
様
離
れ
が
進
ん
で

い
ま
す
。

尾
崎
副
議
長
は
「
北
海
道
問

題
に
つ
い
て
、
全
国
連
絡
会

と
し
て
向
き
合
っ
て
行
く
こ

と
が
任
務
で
あ
る
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
工
務
協
を
代
表
し

て
湯
浅
議
長
は
「
10
月
19
〜

20
日
、
組
織
拡
大
対
策
交
流

会
を
開
催
し
、
若
手
目
線
と

年
配
者
目
線
の
違
い
を
話
し

合
う
こ
と
が
出
来
た
。
若
い

仲
間
の
実
態
を
生
で
聞
き
、

そ
れ
に
向
き
合
う
こ
と
が
拡

大
に
繋
が
る
。
北
海
道
問
題

は
分
割
民
営
化
の
矛
盾
が
噴

き
出
し
、
要
員
は
半
分
、
修

繕
費
も
削
減
さ
れ
、
手
が
回

ら
な
か
っ
た
の
で
は
？
東
も

同
じ
よ
う
な
状
況
は
な
い

か
？
上
野
触
車
も
背
景
に
要

員
不
足
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？
線
閉
事
故
・
待
避
遅
延

の
実
態
を
突
き
合
わ
せ
『
メ

ン
テ
改
善
』
の
検
証
を
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
組
織
拡
大

対
策
交
流
会
で
若
手
の
意
見

を
聞
き
、
職
場
の
若
手
と
向

き
合
っ
て
い
る
」、「
工
務
協

の
芋
煮
会
に
東
労
の
若
手
が

初
め
て
参
加
」
な
ど
、
組
織

拡
大
に
向
け
た
真
剣
な
取
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
８
月
に
土
木
分
科
会

が
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

職
場
の
組
合
員
が
元
気
に

な
っ
て
い
る
」
土
木
職
場
の

「
超
勤
有
り
き
」
と
、
若
手

が
過
半
数
を
超
え
る
職
場
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。「
メ

ン
テ
改
善
」
後
の
報
告
で
は
、

「
Ｒ
Ｆ
Ｄ
が
老
朽
化
し
て
い

る
」「
教
育
が
さ

れ
て
い
な
い
」

「
触
車
事
故
や
待

避
遅
延
が
な
く

な
ら
な
い
の
は
、

『
要
員
が
足
り
な

い
』
と
い
う
実

態
が
あ
る
か
ら
」

な
ど
と
、
工
務

職
場
全
体
が
抱

え
る
本
質
的
な

問
題
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
常
磐

線
復
旧
に
つ
い

て
「
竜
田
ま
で
延
伸
さ
れ
る

が
、
高
線
量
下
で
の
労
働
で

あ
り
、
作
業
員
の
健
康
が
問

題
で
あ
る
」
と
の
問
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「『
メ
ン
テ
改
善
』

後
の
職
場
は
、
要
員
不
足
と

世
代
交
代
が
安
全
を
脅
か
し

か
ね
な
い
実
態
に
拍
車
を
掛

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
問
題
に
し
な
が
ら
組
織
の

拡
大
に
全
力
を
挙
げ
て
１
年

間
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
」

と
議
長
が
集
約
し
、
委
員
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

尚
、
役
員
に
つ
い
て
は
湯

浅
議
長
（
高
崎
）、
大
津
事

務
長
（
東
京
）
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

ブ
ル
に
対
し
て
「
処
分
」
や

事
情
聴
取
な
ど
締
め
付
け
を

強
め
て
い
ま
す
。
労
働
条
件

改
善
に
向
け
、
委
託
職
場
で

の
団
体
交
渉
の
確
立
が
早
急

に
求
め
ら
れ
、
千
葉
で
は
団

交
や
労
使
協
定
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

車
掌
・
駅
を
問
わ
ず
、
労

国
連
絡
会
か
ら
尾
崎
副
議
長

が
出
席
し
、
佐
藤
書
記
長
は

「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
や

駅
委
託
化
が
進
み
、
技
術
継

承
問
題
が
各
職
場
で
顕
在
化

し
て
い
る
。
Ｇ
会
社
の
労
働

条
件
改
善
、
組
織
化
を
視
野

に
労
使
間
ル
ー
ル
確
立
に
向

け
取
組
ん
で
い
る
。
労
働
協

約
改
訂
交
渉
は
、
東
労
組
が

改
訂
交
渉
を
し
な
い
中
で
厳

し
い
が
、
前
進
に
向
け
、
交

渉
を
取
組
む
。
組
織
拡
大
に

つ
い
て
は
、
工
務
協
の
取
組

み
を
他
職
協
に
も
拡
げ
る
議

論
を
エ
リ
ア
本
部
で
も
し
て

い
る
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
工
務
協
議
会
は
、

11
月
16
日
、
東
京
地
本
会
議

室
に
お
い
て
第
25
回
定
期
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
本
間
委
員(

横
浜)

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
東
日
本
本
部
か

ら
佐
藤
書
記
長
、
工
務
協
全

働
時
間
が
曖
昧
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
出
さ
れ
、「
労
働
」

と
い
う
基
本
を
職
場
段
階
か

ら
労
働
組
合
・
労
働
者
の
立

場
と
し
て
し
っ
か
り
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
後
に
新
議
長
に

広
瀬
氏
（
高
崎
）、
事
務
長

に
佐
藤
氏
（
東
京
）
を
選
出

し
、
終
了
し
ま
し
た
。


